
企業のホームページによる職場情報の発信は、
採用戦略の中で重要なツールの１つ
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中途採用のための情報発信の
『好事例集』をつくりました

〇転職希望者等の多くは、職場情報を得る手段としてホームページを
活用しています。

※正規の職員・従業員への転職を希望されている方のうち、65.1％（複数回答）が企業ホームページ
を情報源として活用しています。

〇転職希望者は、企業のホームページを通じ、次のような情報を求めています。

・事業内容や経営方針などの企業概要
・実際に企業で働く自分をイメージできるような情報
・中途採用の募集状況、自身の採用可能性 など

人生100年時代において職業生活の長期化が見込まれる中、中途採用を希望
する求職者と企業のマッチングを図るための環境整備が、より一層重要になっ
ています。
そのため、転職希望者等に対する情報発信の工夫や参考となるポイントをま

とめた『好事例集』を作成しました。

このリーフレットでは、

①情報発信の好事例のポイントを紹介します

②情報発信を検討するときのポイントをお伝えします

より詳細な情報は好事例集（アドレスは最終ページに記載）をご覧ください。



情報発信の好事例のポイントをみてみましょう

情報を発信するときは、中途採用のターゲットに向けて、どのような目的で情報を発信
するのかが大切です。ここでは情報発信の目的別に、どのような情報を発信しているのか
の好事例をご紹介します。

〇経営層の理念や求める人材像を明らかにし、「企業理念への共感」を促すことは、転
職希望者に対して企業が期待する役割を明確化し、ミスマッチを防ぐことにつながりま
す。

事例①：「企業理念に共感する人」の応募を促す

中途採用の際に「理念への共感を強く打ち出して「確度が高い人」の応募を促す」こ
とを意識している事例。
企業の公式SNS等で、ビジョンやカルチャーなどの採用条件以外を前面に押し出して

情報発信を行うことにより、理念を理解した上で入社意向を持つ候補者が増え、「入社
後のギャップ」を埋めることにつなげている。



〇転職後の業務を具体的に伝え、「どんな業務で活躍できるのか」をイメージできるよ
うにすること、中途採用者のインタビュー等で「転職者が活躍できる職場」であること
を伝えることは、転職の不安の解消につながります。

中途採用者を増やすため、中途採用に積極的な企業であるというイメージ形成を意
識している事例。
中途入社した従業員がどのように働き、評価されているのかを上司との対談形式で

発信し、転職の不安の解消につなげている。

事例②：入社後の具体的な活躍イメージを持ってもらう

〇ライフイベントを支える制度や多様な働き方・柔軟な働き方等の仕組みに関する情報
の発信は、私生活とキャリアの両立を希望する転職希望者の応募につながります。

会社のファンになって就職してもらい、入社後は長く働いてもらいたいという思い
から自社の魅力を伝えることを意識している事例。
わかりやすくインパクトのある企業理念の発信に加え、自社で働いたらどのような

ワークライフバランスが実現できるのかといった情報を丁寧に紹介し、応募者の大幅
増につなげている。

事例③：ライフとキャリアの両立への安心感を持ってもらう



〇人事制度や人材育成体制を明示し、長期に社内で活躍、成長できる環境を伝えること
や、中途採用入職者のキャリアイメージを伝えることは、転職希望者のキャリアに対す
る不安の解消につながります。

入社後の段階ごとに、どのような研修が受けられるのかを具体的に写真などを交え
てわかりやすく発信している。
本人の希望に合わせて職種を転換することも可能であり、多様なスキルアップ研修

を受けることができることも発信し、転職希望者のキャリアに対する不安の解消につ
なげている。

事例④：入社後に実現できるキャリアを知ってもらう



〇未経験や経験不足の方への支援制度を発信することで、異なった環境でキャリアを積
んできた方の応募を促し、企業の多様性を推進することにつながります。

事例⑤：未経験でもキャリアアップができることを伝える

転職希望者各々の経験に応じたキャリアパスの情報を発信している事例。
異業種から転職してくる未経験の方や、さらなるキャリアアップのために同業種か

らの転職を希望する方にキャリアマップや研修制度、資格取得支援等を発信し、未経
験や経験不足の方の応募につなげている
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情報を検討・発信するときのポイント

発信媒体 中途採用における活用と特徴

ウェブサイト

・情報集約の場として機能する。
・コンテンツを増やしやすく、豊富な情報掲載が可能である。
・中途採用に特化したページや特設サイト作成等、機能に合わせて構成を検討できる。
・定期的な更新がないと新規性がなくなるため、開発以外に保守・運用のコストがかかる。

ブログ

・採用担当者、広報担当者、従業員等「会社で働く人」による記事発信が主である。
SNSと比較すると情報量が豊富な点も特徴としてあげられる。

・日々の仕事ぶりや従業員の日常、職場の雰囲気等、職場や従業員の魅力を伝えるのに向
いているため、「より会社を深く知ってもらう」ためのツールとして活用しやすい。

・開設後は随時新規記事を追加する等定期的な更新が求められるため、継続のための負担
を予定した開設が必要である。

SNS
・タイムリーな発信と閲覧者との相互交流に強みを持つ。
・「読ませたい情報」へのアクセスを誘導させるなどの活用も考えられる。
・新規サービスが増加しているため、活用サービスの見極めが求められる。

•伝えたいメッセージを決め、掲載する情報（※）を検討

４

発信内容検討

•中途採用のターゲットに合った、採用手法と利用する発信媒体を検討

３

採用手法／発信媒体検討

２

中途採用ターゲット検討

•採用全体の戦略を検討

•新卒採用と中途採用の各区分の計画を整理

１

採用戦略策定

•中途採用のターゲットを設定

※募集するポジションによってターゲット層は異なる

※発信媒体はそれぞれ特徴があります。

※発信する情報を目的ごとに分類すると、例えば以下のようなものが考えられます。

効果的な情報発信を行うためには、まずはどのような人材を中途採用したいのかを明確に
して戦略を立て、発信するメッセージや情報発信を行う上で利用する媒体を検討することが
必要です。

情報発信の目的 発信する情報の例

「企業理念に共感する人」の応募を促す  会社の事業内容と目指す姿

入社後の具体的な活躍イメージをもってもらう  中途採用者によるインタビュー

入社後に実現できるキャリアを知ってもらう  中途採用者のキャリアアップ・昇格の例やイメージ

社内の制度を伝えてライフとキャリアの両立

への安心感を持ってもらう

 就業時間・残業時間の平均値等の数値

 勤務地変更の有無や頻度

挑戦や未経験業務に対する支援体制を伝える
 必要となるスキル・経験等の具体的明記や、

入社後の研修体制の説明

好事例集については、厚生労働省のホームページに掲載しています。

https://www.mhlw.go.jp/content/11600000/000764525.pdf


